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ストーマ造設患者への外来看護婦による退院前病室訪問の効果の分析
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はじめに
　当科では、患者の退院後も継続性のある質の高い
看護を必要とされているウロストミー造設患者に継
続看護を行っている。
　最初は、患者の退院後に病棟看護婦より、退院時看
護要約と口答での申し送りを元に看護を提供してき
た。しかし退院後のストーマ外来や再来受診など、数
回来院しても患者は受け身の姿勢で意欲的に取り組
もうとせず、何でも相談できる状況ではなかった様
に思えた。そこで、平成11年から、退院後外来での看
護を充実させるために、外来看護婦も受け持ち制を
取り入れ、受け持ち看護婦が退院前に病室訪問を実
施する事にした。患者のストーマ装具交換などスト
ーマケアーに関わることで患者との面識が出来、ケ
アーもしゃすくなり、病棟看護婦との連携も円滑に
なった。患者との信頼関係も築け、不安や相談など、
何でも話してくれるようになり、退院後外来での指
導が、スムーズになった。在宅に於いても精神的不安
が軽減できたのではないかと思われた。
　今回、退院前の外来看護i婦による病室訪問の試み
が3年経過したのでアンケート調査を行ない評価を
したので報告する。
1研究方法
1．対象：平成11年以降、12階東病棟に於いてウロ
　　　　ストミー造設後退院した患者、無作為抽
　　　　出20名
2．期間：平成13年8月28日～9月5日
3．方法：無記名質問紙調査（郵送）
4．分析方法：単純集計
皿結果
・対象の属性
年齢51～75歳（平均年齢65歳）
性別　男性15名　女性4名
・質問紙回収率　95％（19名）
1）外来看護婦の対応について（図1）
　①笑顔で接してくれましたか、②話しやすかった
　ですか、③会話のスピードはどうですか、④わか
　りやすい言葉で話してくれましたか、⑤質問しや
　すかったですか、⑥話を良く聞いてくれましたか、
　に対して80％以上が良かったという回答であっ
　た。少し悪かったが1名（5％）であった。
2）外来看護婦が受け持つことについて（図2）
　何でもすぐ相談できて良かったが16件、私の看護
　婦がいてくれるというだけで安心感があったが
　14件、別になんとも思わなかったが1件であった。
3）入院中、外来看護婦があなたを担当した時期を
　覚えていますかについて（図3）
　覚えているが17名（89％）、その時期がいつ頃でし
　たかについては、初めてパック交換を看護婦にや
　ってもらう時からが7名（36％）、パック交換を自
　分でやり始めた時からが5名（26％）、医師より手
　術の説明を受ける時からが3名（16％）、退院まじ
　かが2名（11％）、パック交換が一人で出来るよう
　になってからが1名（5％）であった。
4）外来看護婦が受け持つ時期は、いつ頃が良かっ
　たですかについて（図4）
　初めてパック交換を看護婦にやってもらう時か
　らが9名（47％）、パック交換を自分でやり始めた
　時が4名（21％）、他の項目では、0～2名であった。
5）外来看護婦と何でも相談できるようになった時
　期はいつ頃でしたか（図5）
　入院中、外来看護婦がパック交換をした時期が5
　名（26％）、退院直前での外来看護婦の病室訪問の
　時が5名（26％）、退院後、外来受診の時が5名
　（26％）、入院中外来看護婦がついて一人でパック
　交換をした時期が4名（21％）であった。
6）外来看護婦が引き続き退院後もストーマケアー
　に関わることについて（図6）
　退院前から私のストーマケアーに関わってくれ
　ていたので退院後もスムーズにケアーを受ける
　ことが出来たが15件、入院中から私のことを理解
　している看護婦なのでとても安心できたが8件、
　別になんとも思わなかったが4件であった。
7）ストーマトラブルについて（図7）
　ストーマトラブルがあったが13名（68％）その時
　の外来看護婦の対応はいかがでしたかについて
　が13名（100％）全員の患者が良かったと回答して
　いた。
8）外来看護婦がいなかったらどう思いましたかに
　ついて（図8）
　困るが17名（89％）、どちらでもないが2名（11％）
　であった。そのうち、困ると答えた理由として、
　装具や皮膚のただれ・発疹が発生したとき誰に
　相談してよいか困るが9件、退院後、日常生活や社
　会復帰に生じた問題をどこへ相談したらよいか
　わからないので困るが7件、不安であるが6件、退
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院後も続けてみてもらいたいので困るが4件であ
った。
皿考察
1）外来看護婦の対応について、初回の病室訪問時
　から退院後のストーマリハビリテーション指導
　の中で外来看護婦の患者への接し方は良かった
　といえる。それは、看護婦が患者に話しやすい雰
　囲気を作り、受容的態度で患者の話を十分に傾聴
　するように心がけた結果であるといえる。少し悪
　かったという回答もあるので、今後とも患者への
　接遇に気を配り看護を行っていきたい。
2）外来看護婦が受け持つことについて、患者にと
　って自分のことを良く知っていてくれている看
　護婦がいるということで、誰に聞けばよいかが明
　確となり、何でも相談でき安心感を持つことが出
　来ていた。その為、外来での看護が展開しやすく
　なったといえる。
3）入院中、外来看護婦があなたを担当した時期を
　覚えていますかについて、89％覚えていたと答え
　ていた。その時期は、いつ頃でしたかについては、
　ばらつきがみられた。その理由として平成11年ま
　では、患者の状況に応じ、病棟看護婦と外来看護i
　婦で話し合いを持ち外来看護婦の訪問の時期を
　決めていた。その後、平成12年からは、患者（家族）
　が装具交換ができるようになり退院の目安が立
　つころに訪問することに決めたためと考えられ
　る。
4）外来看護婦が受け持つ時期はいつ頃が良かった
　ですかについては、初めてパック交換を病棟看護
　婦にやってもらう時からが47％と半数の回答を
　得た。今回のアンケート調査では理由を聞いてい
　ないが、この時期は手術後2～3日であり、手術後
　の身体への侵襲と実際に見るストーマへの受容
　などで、患者にとっては不安な時期であるといえ
　る。患者としては、自分を支援してくれる人が多
　ければ多い程、安心なので早期の訪問を望んでい
　ると考えられた。しかし、このことは外来看護i婦
　の役割分担からも難しいことである。時期につい
　ては、基本的には、現在決められている時期でよ
　いと考える。患者が不安な状態にいることを病棟
　看護婦に情報提供し病棟から相談があったとき
　に検討していきたいと思う。
5）外来看護婦と何でも相談できるようになった時
　期について、退院前に外来看護婦が関わることで
　少しずつ心を開いてくれていたことがわかる。退
　院前の訪問は、多くて2～3回ではあったものの、
　早期に退院を勧められている患者にとって、日常
　生活を目前として不安があり、担当看護婦に話す
　ことで精神的に気持ちが楽になり、信頼関係を築
　くきっかけとなっていると思われる。このような
　ことからも、退院後の継続看護に良い影響を及ぼ
　したと思われる。今後もスタッフと協力し合い病
　室訪問を行なっていきたい。
6）外来看護婦が引き続き退院後もストーマケアー
　に関わる事については、退院後も担当看護婦が責
　任を持ちケアーにあたるということは、患者に安
　心感を与え外来でのストーマケアーをスムーズ
　にすることが出来たといえる。また、患者が退院
　後も担当看護i婦を必要としている事がわかり、外
　来看護婦の役割の重さを痛感した。
7）ストーマトラブルについては、ストーマトラブ
　ルがあったが68％であり、その時の外来看護婦の
　対応は、全員の患者が良かったと回答している。
　ストーマトラブルに対しては、早期に発見しケア
　配することが最も重要である。患者のストーマの
　ことを良く知っている看護婦がケアーにあたる
　ことは、適切なアドバイスが出来るといえる。退
　院後の月1回のストーマ外来だけでは対処しきれ
　ないことが多いため、外来業務を調整しケアーを
　行なっている。また、皮膚トラブルや不安・疑問
　点を感じた時は、電話での連絡を密に行ない、早
　期に情報を得て対処するようにしている。今後も
　看護婦の知識・技術の向上に努め業務面にも工
　夫を取り入れ患者のストーマトラブルに応じた
　看護を提供していきたい。
8）外来看護婦がいなかったらどう思いますかにつ
　いては、困るが89％であり、患者は退院後の生活
　やストーマに関してさまざまな不安を抱えてい
　ることがわかった。外来看護婦が関わりを持つ事
　で患者にとって安心感を与え、外来看護婦の必要
　性が明らかになった。今後も、外来受診などのわ
　ずかな時間でも患者に声をかけ、患者が必要とし
　た時、気軽に声をかけられるように努めていきた
　い。
Iv’鋸_
1．ストーマ造設患者にとって、退院前の外来看護
　婦の病室訪問は、人間関係が良好となるきっかけ
　となり、継続看護を展開しやすくしている。
2．訪問する時期については、患者（家族）が装具交
　換ができるようになり、退院の目安が立つころで
　ょいと考える。
3．不安を抱えたまま退院を余儀なくされているス
　　トーマ造設患者が望むQOLに近づくための援
　助を行なう上で、外来看護婦の役割は重要になつ
　ている。
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1．外来看護婦の対応について
①笑顔で接してくれましたか
　　良かった
少し良かった
少し悪かった
　　悪かった
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③会話のスピードはどうですか
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2．外来看護婦が受け持つことをどう思いましたか（二つまで可）
何でもすぐ相談できてよかった
私の看護婦がいてくれるという
　　　だけで安心感があった
　　別になんとも思わなかった
この看護婦で大丈夫かしら？
　　　　　うっとうしいと思った
　　　　　　　　　　　その他
o
o
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1
14
16
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図2
3．入院中、外来看護婦があなたを
　　担当した時期を覚えていますか その時期はいつ頃でしたか n＝19
はい
いいえ 2
17
　　　　　　　　　　入院当初より
医師より手術の説明を受けるときから
初めてパック交換を看護婦にやって
　　　　　　　　　　もらうときから
　　パック交換を自分でやり始めた
　　　　　　　　　　　　ころから
　　パック交換が一人でできるように
　　　　　　　　　　　なってから
　　　　　　　　　　退院まじか
　　　退院後の外来受診当日から
　　　　　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　　　　無回答
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4．入院中、外来看護婦が受け持つ時期について、　　　5．外来看護婦に何でも相談できるようになった
　　いつ頃が良かったか　　　　　　　　　　　n＝lg　　時期は、いつ頃でしたか　　　　　　　　　　n　＝＝　1g
　　　　　　入院当初より
　　医師より手術の説明を
　　　　　受けるときから
初めてパック交換を看護婦に
　　　やってもらうときから
　　　パック交換を自分で
　　　やり始めたころから
　　　パック交換が一人で
　　できるようになってから
　　　　　　　退院まじか
退院後の外来受診当日から
　　　　　　　　その皇
図4
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　　入院中、外来看護婦が
　　　パックを交換した時期
入院中、外来看護婦がついて
一人でパックを交換した時期
退院直前での外来看護婦の
　　　　　病室訪問のとき
退院後、外来受診の時期
装具や皮膚のただれ・発疹
　　などで相談した時期
その他
o
o
4
5
5
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6．外来看護i婦が引き続き退院後もストーマケアに関わることについてどう思いましたか（二つまで可）
入院中から私のことを理解している看護婦なので、安心できた
　　　　退院前から私のストーマケアに関わってくれていたので
　　　　　　　　退院後もスムーズにケアを受けることができた
　　　　　　　　　　　　　　　　別になんとも思わなかった
　　　いろいろな看護婦のケアを受けたいので、担当看護婦が
　　　　　　　　　　　　　　　決まっていなくても良いと思う
気が合う、合わないがあるので、担当看護婦が変わっても良いと思う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他
o
o
o
4
8
15
o 5
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7．装具や皮膚の発疹・かぶれなど（ストーマ
　　トラブル）が生じたことがありますか
　　　　ストーマトラブルを生じたときの
n＝1g　外来看護婦の対応はいかがでしたか n＝13
あった
なかった
無回答 1
5
13
o 5 10 15 20（名）
良かった
少し良かった
少し悪かった
悪かった
13
0
0
0
o 5 10 15 20（名）
図7
8．外来看護婦がいなかったとしたらどう思いましたか n＝19
①困る
②どちらでもない
　　　③困らない
　　　　　　　　0　　　　　　　　　5
①と答えた方へ当てはまるものはどれですか（複数可）
　　　　　2
O
17
　　　　　　不安である
　　　退院後も続けて見て
　　　もらいたいので困る
退院直前での外来看護婦の
　　　　　病室訪問のとき
　退院後、外来受診の時期
その他
4
6　7
9
0
　　10　　　　　　　15　　　　　　　20（名）
②、③と答えた方へ当てはまるものはどれですか（複数可）
別に担当がいなくても良い
複数の看護婦の意見が聞き
　たいので、いなくても良い
0　　　2　　4　　　6　　　8　　10（件）
自分で対処できたので
　　　　　困らない
その他
0
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